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第 252号 令和７年３月〈特集／「木曽悠久の森」設定10周年記念シンポジウム〉〈特集／「木曽悠久の森」設定10周年記念シンポジウム〉
【
計
画
課
・
木
曽
森
林
管
理
署
・

�

木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
】

　

二
月
二
十
日
、「
木
曽
悠
久
の
森
」

設
定
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

長
野
県
上
松
町
の
「
ひ
の
き
の
里
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
」
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
天
然
の

ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
等
の
木
曽
五
木
を

含
む
温お

ん
た
い
せ
い

帯
性
針し

ん
よ
う葉

樹じ
ゅ
り
ん林

を
厳
格
に
保

存
・
復
元
す
る
た
め
、
平
成
二
十
六

年
に
木
曽
地
方
（
長
野
県
内
の
木
曽
谷

や
岐
阜
県
内
の
裏
木
曽
）
の
国
有
林
約

一
万
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
「
木
曽
悠
久

の
森
」
と
し
て
設
定
し
て
か
ら
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

木
曽
地
方
に
は
、
針
葉
樹
を
中
心

に
様
々
な
植
物
や
動
物
が
生
育
・
生

息
す
る
森
林
が
残
さ
れ
て
お
り
、
温

帯
性
針
葉
樹
林
と
呼
ば
れ
、
世
界
的

に
も
大
変
貴
重
で
希
少
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
古
く
か
ら
良
質
の
木
材
産
地

と
し
て
、
歴
史
的
・
文
化
的
に
貴
重

な
社
寺
仏
閣
等
の
維
持
や
、
地
域
の

木
材
産
業
の
継
承
・
振
興
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
温
帯
性
針

葉
樹
林
の
姿
や
そ
の
希
少
性
、
歴
史

的
・
文
化
的
な
建
造
物
等
の
維
持
に

果
た
し
て
き
た
役
割
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
生
態
系
の
回
復
に
向
け
た

先
進
的
な
取
組
と
し
て
、
こ
の
森
の

将
来
の
姿
を
地
域
と
と
も
に
考
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
地

域
住
民
、
地
元
学
生
、
県
・
市
町
村

関
係
者
、
森
林
・
林
業
関
係
者
、
当

局
職
員
な
ど
、
約
二
〇
〇
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
主
催
者
で

あ
る
中
部
森
林
管
理
局
長
の
挨
拶
に

続
き
、
計
画
保
全
部
長
か
ら
木
曽
ヒ

ノ
キ
林
の
成
り
立
ち
や
、「
木
曽
悠
久

の
森
」
の
設
定
に
至
る
経
過
や
こ
れ
ま

で
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、（
公
財
）
日
本

自
然
保
護
協
会
参
与
の
横
山
隆
一
氏

及
び
神
宮
司
庁
営
林
部
長
の
松
永
彦

次
氏
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

横
山
氏
か
ら
は
、「
木
曽
悠
久
の
森

の
価
値
と
意
義
」
を
テ
ー
マ
に
、「
木

曽
地
域
の
森
は
原
生
林
で
は
な
く
半

自
然
林
で
あ
っ
て
も
、
世
界
的
に
見

れ
ば
三
〇
〇
年
伐
採
さ
れ
ず
に
残
っ

て
き
た
異
例
の
高
齢
林
で
あ
る
」、「
温

帯
性
針
葉
樹
林
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ

て
い
る
の
は
大
変
価
値
の
あ
る
こ
と

で
あ
り
、
世
界
や
日
本
で
こ
こ
だ
け
、

こ
こ
が
最
後
と
い
う
自
然
遺
産
で
あ

る
こ
と
が
こ
の
森
の
最
大
の
価
値
で

あ
る
と
思
う
」
と
い
っ
た
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

森谷局長による主催者あいさつ

横山参与による基調講演

「
木
曽
悠ゆ
う
き
ゅ
う
久
の
森
」 設
定
十
周
年

�
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

❶❶❷❷
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松
永
氏
か
ら
は
、「
式し
き
ね
ん年
遷せ
ん
ぐ
う宮
と
木

曽
地
方
の
森
林
と
の
つ
な
が
り
～
こ

れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
二
十
年
に
一
度
行
わ
れ
る
式
年

遷
宮
は
一
、三
〇
〇
年
の
歴
史
が
あ
る

行
事
で
あ
り
、
約
三
〇
〇
年
前
か
ら

木
曽
地
方
の
ヒ
ノ
キ
材
を
使
用
し
、

こ
の
地
域
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
続

い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、「
木
曽
悠
久
の
森
が
木
の
文
化
と

森
林
を
守
る
文
化
の
懸
け
橋
と
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
、「
木
曽
悠
久
の
森
が
目
指

す
べ
き
姿
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
上
松
町
長
の
大
屋
誠
氏
、

信
州
大
学
教
授
の
岡
野
哲
郎
氏
、
木

曽
官
材
市
売
協
同
組
合
理
事
長
の
勝

野
智
明
氏
、（
国
研
）
森
林
研
究
・
整

備
機
構 

森
林
総
合
研
究
所
研
究
リ
ス

ク
管
理
監
の
正
木
隆
氏
と
横
山
氏
が

登
壇
し
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、「
目
指
す
温

帯
性
針
葉
樹
林
の
目
標
像
と
、
や
る

べ
き
技
術
を
考
え
る
上
で
、
復
元
の

対
象
と
な
る
人
工
林
の
管
理
の
指
針

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」、「
森

林
の
生
物
多
様
性
を
考
え
る
上
で
、

過
去
の
研
究
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

デ
ー
タ
か
ら
、
環
境
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
な
森
林
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の

か
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」、「
日
本
の
木
の
文
化

の
価
値
観
は
大
切
で
あ
り
、
歴
史
や

伝
統
だ
け
で
な
く
、
職
人
の
技
術
の

伝
承
が
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
森
が

木
の
文
化
の
触
れ
る
機
会
に
つ
な

が
っ
て
い
け
ば
良
い
」
な
ど
、
各
々
の

専
門
的
な
視
点
か
ら
「
木
曽
悠
久
の

森
」
へ
の
思
い
や
提
案
を
い
た
だ
き
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
多
く
の
方
々
の
ご
意
見
や

ご
知
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
木
曽

悠
久
の
森
」
が
目
指
す
森
林
管
理
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

松永営林部長による基調講演 松永営林部長の基調講演資料（抜粋）

横山参与の基調講演資料（抜粋）

パネルディスカッションの様子

❷❷
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【赤沢自然休養林】

右：「森の散歩道」
左：「悠久の自然太古からのぞく」
下：「渓谷を行く」

　「木曽悠久の森」は長野県上松町、王滝村、大桑村、岐阜県中津川市
の国有林に設定しており、その面積は約17,000ha（東京ディズニーランド
約340個分）に相当します。
　区域内には「赤沢自然休養林」、「阿寺風致探勝林」、「付知峡自然休養林」
などレクリエーションの森も含まれています。これまで行ってきた写真コン
テスト入賞作品により、その風景を紹介します。

❸❸❹❹
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「阿寺渓谷」

「枯
こぼくえい

木栄を発
はっ

す」

上：「三ツ紐伐り」（付知峡自然休養林内）
右：「生きる力」（赤沢自然休養林内）

「紅葉の二人」

「不動滝の雄姿」

【阿寺風致探勝林】

【付知峡自然休養林】

【普段は目にすることができませんが……】

❹❹



第 252号 令和７年３月〈特集／令和６年度中部森林・林業交流発表会〉〈特集／令和６年度中部森林・林業交流発表会〉
【
技
術
普
及
課
】

　

二
月
十
三
日
と
十
四
日
の
二
日

間
、
中
部
森
林
管
理
局
の
大
会
議

室
に
て
「
中
部
森
林
・
林
業
交
流
発

表
会
」
を
五
年
ぶ
り
に
対
面
開
催
し

ま
し
た
。

　

本
発
表
会
は
、
国
有
林
か
ら
十
三

課
題
、
民
有
林
や
高
校
・
大
学
関

係
者
か
ら
十
課
題
の
発
表
が
あ
り
、

審
査
・
評
価
の
対
象
と
な
る
国
有

林
の
部
で
は
、
六
名
の
審
査
委
員

に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最

優
秀
賞
一
点
と
、
優
秀
賞
二
点
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
局
長
賞
最
優
秀
賞
】

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
植
栽
木
と
競

合
植
生
の
状
態
の
把
握
に
つ
い
て

～
下
刈
省
略
区
域
の
設
定
に
向
け
た

�

ヒ
ノ
キ
造
林
地
に
お
け
る
取
組
～

�

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

　

岐
阜
署
で
は
現
在
、
植
栽
木
と

雑
草
木
と
の
競
合
状
態
の
把
握
に

は
現
地
踏
査
を
行
っ
て
お
り
、
下

刈
り
要
否
の
判
断
に
時
間
と
労
力

が
か
か
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
そ

こ
で
今
回
、
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た

競
合
状
態
の
把
握
を
試
み
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
で
対
象
地
を
撮
影
し

た
写
真
か
ら
、
オ
ル
ソ
画
像
や
数

値
表
層
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
植
栽

木
か
ら
半
径
二
〇
㌢
㍍
と
五
〇
㌢

㍍
の
円
内
に
含
ま
れ
る
デ
ー
タ
か

ら
、
植
栽
木
と
雑
草
木
の
高
さ
の

差
や
Ｖ
Ａ
Ｒ
Ｉ
値
の
平
均
値
を
算

出
し
、
競
合
状
態
や
繁
茂
状
況
を

区
分
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
写
真
の
よ
う
に
、
植

栽
木
ご
と
の
競
合
状
態
を
可
視
化

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
斜
面

の
方
位
（
向
き
）
や
競
合
植
生
の
異

な
る
区
域
で
差
が
み
ら
れ
、
下
刈

省
略
区
域
の
設
定
に
活
用
で
き
る

可
能
性
を
見
出
し
ま
し
た
。
一
方

で
、
正
確
性
に
関
す
る
課
題
も
い

く
つ
か
見
つ
か
っ
た
た
め
、
今
後

も
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
局
長
賞
優
秀
賞　

二
点
】

携
帯
電
話
不
感
地
帯
で
の
治
山
工

事
に
お
け
る
通
信
環
境
の
導
入
に

つ
い
て

（
追
加
報
告
）�

（
富
山
森
林
管
理
署
）

　

携
帯
電
話
通
信
エ
リ
ア
圏
外
と

な
る
山
間
部
奥
地
の
治
山
工
事
箇

所
は
、
安
全
対
策
や
施
工
管
理
の

点
で
業
務
の
効
率
化
が
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
か
ら
電
波
受
信
エ

リ
ア
か
ら
工
事
箇
所
ま
で
の
区
間

に
中
継
機
を
複
数
設
置
し
、
既
存

の
Ｌ
Ｔ
Ｅ
回
線
電
波
を
到
達
さ
せ

る
シ
ス
テ
ム
構
築
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
通
信
速
度
の
不
安

定
さ
や
維
持
費
の
コ
ス
ト
が
課
題

と
し
て
残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
新
た
に
「
低
軌

道
衛
星
通
信
」
の
導
入
を
試
行
し
た

と
こ
ろ
、
通
信
速
度
が
大
幅
に
改

善
さ
れ
、
関
係
者
間
の
や
り
取
り

が
円
滑
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
専

用
ア
プ
リ
に
よ
り
遠
隔
臨
場
が
恒

常
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

課
題
で
あ
っ
た
監
督
業
務
の
時
短

や
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

現
場
の
条
件
に
合
わ
せ
た
通
信

機
器
の
選
択
は
、
よ
く
検
討
し
て

見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
通

信
環
境
が
整
う
こ
と
で
林
業
・
土

木
現
場
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
変

革
が
生
ま
れ
る
良
い
事
例
と
な
り

ま
し
た
。

中
部
森
林
・
林
業
交
流
発
表
会

競合植生の状態の区分

低軌道衛星通信の導入

❺❺❻❻
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防
護
柵
（
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）

を
活
用
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
方

法
に
つ
い
て

�

（
技
術
普
及
課
・
南
信
森
林
管
理
署
）

　

造
林
地
を
囲
う
防
護
柵
に
ニ
ホ
ン
ジ

カ
が
干
渉
す
る
こ
と
で
破
損
し
、
そ
こ

か
ら
柵
内
に
侵
入
さ
れ
て
食
害
が
発

生
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
造
林
地
内
の
作
業
路
を
遮
断
せ

ず
に
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
防
護
柵
を

設
置
す
る
「
ブ
ロッ
ク
デ
ィ
フェン
ス
」
の

現
場
で
、
シ
カ
の
通
り
道
を
確
保
し
て

柵
へ
の
干
渉
を
避
け
つ
つ
、
く
く
り
わ

な
を
設
置
し
、
そ
の
作
業
路
を
利
用

す
る
シ
カ
の
捕
獲
を
試
み
ま
し
た
。

　

作
業
路
と
そ
の
周
辺
に
、
令
和
四

年
度
は
、
わ
な
六
基
を
設
置
し
て
一

頭
、
令
和
五
年
度
は
、
十
基
で
三
頭
、

令
和
六
年
度
は
、
八
基
で
十
六
頭
捕

獲
し
ま
し
た
が
、
当
初
想
定
し
て
い
た

作
業
路
区
間
で
の
捕
獲
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ

ラ
に
は
シ
カ
が
通
行
す
る
様
子
が
撮
影

さ
れ
た
も
の
の
、
身
を
隠
す
雑
草
木

が
な
い
当
該
区
間
で
は
採
餌
行
動
を

取
ら
な
い
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
シ
カ
の
行
動

特
性
を
把
握
し
な
が
ら
、
わ
な
の
設

置
手
法
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
「
森
林
技
術
部
門
」
で
は
、
天
然
更

新
や
下
刈
省
略
に
対
す
る
機
械
掻
き

起
こ
し
の
効
果
の
有
無
を
検
証
し
た

取
組
や
、
設
定
か
ら
間
も
な
く
六
十

年
を
迎
え
る
三
浦
・
助
六
実
験
林
で

の
木
曽
ひ
の
き
天
然
更
新
に
関
す
る

経
過
報
告
、
下
刈
頻
度
の
異
な
る
試

験
地
を
比
較
し
た
ヒ
ノ
キ
の
成
長
量

差
の
考
察
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ
る
撮
影
方

法
の
組
合
せ
に
よ
り
林
分
調
査
の
精

度
が
向
上
し
た
取
組
な
ど
、
各
署
で

林
業
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
試
験

的
取
組
が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、

浅
間
山
が
積
雪
期
に
噴
火
し
た
場
合

に
発
生
す
る
と
さ
れ
る
「
融
雪
型
火
山

泥
流
」
へ
の
長
期
計
画
的
な
防
災
対

策
、
３
Ｄ
モ
デ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
に

よ
る
治
山
事
業
の
情
報
受
発
信
の
円

滑
化
と
い
っ
た
林
地
保
全
分
野
の
取

組
も
多
数
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
・
地
域
連
携
部
門
」で
は
、

飛
騨
市
が
目
指
す
持
続
的
な
広
葉
樹
産

業
に
対
す
る
国
有
林
か
ら
の
広
葉
樹
供

給
増
に
向
け
た
可
能
性
の
検
討
を
は
じ

め
、
長
野
市
の
戸
隠
森
林
植
物
園
内
の

老
朽
化
が
著
し
い
木
道
に
対
し
、
地
域

が一体
と
な
って
行
う
再
整
備
の
取
組
、

そ
し
て
二
十
年
以
上
続
く
国
有
林
林
道

を
活
用
し
た
王
滝
村
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
に
み
る
地
域
活
性
化
事
例
や
、

愛
知
県
内
の
治
山
工
事
の
現
場
見
学
会

を
通
じ
た
地
元
住
民
への
理
解
醸
成
な

ど
、
地
元
地
域
が
掲
げ
る
課
題
解
決
や

支
援
に
向
か
う
職
員
の
工
夫
と
熱
意
が

感
じ
ら
れ
る
発
表
が
続
き
ま
し
た
。

地
域
の
森
林
モ
デ
ル
を
目
指
し
て

～
生
産
性
と
環
境
性
を
両
立
し
た

持
続
可
能
な
森
づ
く
り
～

�

（
飛
騨
高
山
高
等
学
校
環
境
科
学
科
）

　

高
校
の
演
習
林
で
は
、
生
産
性
と

環
境
性
を
両
立
し
た
持
続
可
能
な
森

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
伐

採
木
は
県
産
材
登
録
の
う
え
出
荷
し
、

林
地
残
材
は
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
や
燃
料

と
し
て
有
効
利
用
を
図
り
ま
し
た
。

適
正
管
理
に
よ
り
明
る
く
な
っ
た
山

林
で
は
、
多
く
の
動
植
物
の
生
息
が

確
認
で
き
、
生
産
性
と
環
境
性
が
整

う
こ
と
で
、
森
が
持
つ
多
面
的
機
能

を
引
き
出
せ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

ク
マ
と
の
共
存
を
目
指
し
て

�

（
長
野
県
下
高
井
農
林
高
校
）

　
ク
マ
と
人
と
の
共
存
を
目
指
し
、
緩

衝
帯
整
備
と
し
て
耕
作
放
棄
地
の
草

刈
り
等
を
地
域
住
民
と
共
に
行
い
ま

し
た
。
併
せ
て
ク
マ
鈴
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
も
開
催
し
、
住
民
の
方
々
に
ク
マ
の

生
態
や
出
没
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
の

重
要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。
整
備
後

の
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
調
査
で
は
、
ク
マ
の

出
没
頻
度
が
大
き
く
減
少
し
、
地
域

全
体
が
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
む
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

民
有
林
・
学
生
に
よ
る
発
表
課
題

こ
の
ほ
か
の
国
有
林
の
発
表

作業路を利用するニホンジカ

❻❻
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木
曽
青
峰
里
山
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
里
山
情
報
の

継
承
～�

（
木
曽
青
峰
高
校
）

　

木
曽
地
域
で
は
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
伴
い
、
農
林
業
の
担
い
手
が
減
少

し
、
伐
期
を
迎
え
て
も
活
用
計
画
が

な
い
な
ど
里
山
の
荒
廃
が
進
行
し
て
い

ま
す
。
山
林
所
有
者
や
新
た
な
担
い

手
、
地
域
住
民
ら
と
共
に
、
持
続
的

な
里
山
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
た
め

に
、
必
要
な
森
林
情
報
が
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
や
Ｇ

Ｉ
Ｓ
情
報
を
用
い
る
こ
と
で
効
率
化
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
様
々
な
ソ
フ
ト
の

有
効
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

南
ア
ル
プ
ス
大
規
模
雪
崩
跡
地
の
初

期
森
林
回
復
に
キ
イ
チ
ゴ
類
繁
茂
が

及
ぼ
す
影
響

�

（
信
州
大
学
大
学
院
）

　

藪
沢
雪
崩
跡
地
に
繁
茂
し
た
キ
イ

チ
ゴ
類
群
落
が
森
林
回
復
を
阻
害
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
亜
高

山
帯
林
の
主
要
樹
種
五
種
の
更
新
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し

た
。

食
害
の
被
害
が
あ
れ
ば
シ
カ
は
獲
れ

る
の
か

～
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
用
い
た
わ
な

初
心
者
の
捕
獲
取
組
～

　
（
信
州
大
学

�

農
学
部
農
学
生
命
科
学
科
）

　

食
害
が
発
生
し
て
い
る
地
域
で

あ
っ
て
も
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
は

ほ
と
ん
ど
シ
カ
が
写
ら
な
い
状
況
で

し
た
。
わ
な
を
設
置
し
た
も
の
の
、

カ
メ
ラ
撮
影
率
の
低
い
場
所
で
は
、

や
は
り
捕
獲
に
は
至
ら
な
い
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

主
伐
地
に
お
け
る
簡
易
架
線
集
材
の

見
学
会
開
催
報
告

～
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
に
よ
る
作
業
シ

ス
テ
ム
の
普
及
と
事
業
体
連
携
を
目

指
し
て
～

�

（
長
野
県
佐
久
地
域
振
興
局
林
務
課
、

�
南
佐
久
中
部
森
林
組
合
）

　

佐
久
地
域
で
は
急
傾
斜
地
で
の
集

材
作
業
が
課
題
で
す
。
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー

ダ
簡
易
架
線
集
材
に
よ
り
、
荷
か
け

者
の
重
労
働
が
な
く
な
り
、
木
材
生

産
量
も
増
加
し
生
産
性
が
上
が
り
ま

し
た
。
索
張
り
が
で
き
る
技
能
者
の

育
成
、
施
業
技
術
の
事
業
体
間
の
情

報
共
有
が
課
題
で
す
。

大
苗
植
栽
に
よ
る
下
刈
り
省
略
化
の

検
証�

（
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

大
苗
植
栽
に
よ
る
初
期
樹
高
の
確

保
と
、
競
合
状
態
の
改
善
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
下
刈
り
回
数
の
削
減

が
可
能
か
ど
う
か
を
検
証
し
ま
し
た
。

人
力
地
拵
え
か
機
械
地
拵
え
か
で
競

合
植
生
の
抑
制
に
大
き
な
差
が
あ
り

ま
し
た
。

セ
ン
ダ
ン
の
種
苗
生
産
及
び
育
林
技

術
に
関
す
る
研
究

（
愛
知
県
森
林
・
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、

愛
知
県
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所
）

　

早
生
樹
と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
セ
ン

ダ
ン
」
を
新
た
な
造
林
樹
種
に
導
入
す

る
べ
く
、
育
苗
試
験
や
成
長
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
生
育
環
境
と
し
て
適

合
し
た
新
城
市
や
豊
田
市
で
は
著
し

い
成
長
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
生
育

に
不
向
き
と
い
わ
れ
る
高
標
高
地
で

は
や
は
り
生
育
が
困
難
で
あ
る
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

再
造
林
に
お
け
る
下
刈
り
の
た
め
の

植
生
分
類�

（
岐
阜
県
森
林
研
究
所
）

　

再
造
林
地
で
の
出
現
植
生
に
応
じ

た
下
刈
り
完
了
の
判
断
基
準
提
案
を

目
的
に
、
一
一
四
地
点
で
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
競
合

す
る
植
生
の
高
さ
は
最
大
で
約

二
〇
〇
㌢
㍍
で
あ
る
と
示
唆
さ
れ
た

た
め
、
植
栽
木
が
そ
の
高
さ
を
越
え

れ
ば
、
下
刈
り
完
了
の
判
断
基
準
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

超
緩
効
性
肥
料
で
育
成
し
た
ヒ
ノ
キ

実
生
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
低
コ
ス
ト

再
造
林
技
術
の
提
案

　
（
岐
阜
県
森
林
研
究
所
、

�

森
林
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

初
期
成
長
を
早
め
る
た
め
の
超
緩

効
性
肥
料
を
施
肥
し
た
苗
は
、
植
栽

し
て
二
年
目
以
降
に
は
、
従
来
苗
と

比
較
し
て
樹
高
や
根
元
径
が
大
き
い

傾
向
が
続
き
ま
し
た
。
植
栽
一
年
目

の
成
長
が
そ
の
後
の
成
長
の
鍵
と
な

る
た
め
、
成
長
を
阻
害
し
な
い
よ
う

春
に
植
栽
し
、
雑
草
木
に
優
位
に
な

る
ま
で
三
年
ほ
ど
は
下
刈
り
を
確
実

に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
年
度
の
発
表
会
の
様
子
は
、
今

月
末
ま
で
中
部
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
で
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

❼❼❽❽




